
令和８年度公開講座 第２回「はびきのセミナー」報告 
 

  
先に実施しました公開講座「はびきのセミナー」について、下記のとおり報告します。また、

あわせて参加いただいた皆様、運営にご協力をいただいた皆様に心よりお礼申しあげます。 
 
１ 日 時  令和８年７月２９日（水）１４：00～１６：３０（受付１３：３０～） 
 
２ 場 所  大阪府立羽曳野支援学校 本校 体育館 
 
３ 定 員  羽曳野支援学校教職員 ６５名 

幼稚園、小学校、中学校、高等学校、支援学校の教員及び教育関係者 ５0名 
 
４ 主催   大阪府立羽曳野支援学校 
 
５ テーマ  『不登校や支援が必要な子どもの教育実践報告』 
 
６ 内 容   
  ・開会挨拶 

大阪府立羽曳野支援学校 校長 東野裕治 
 

  ・『不登校や支援が必要な子どもの教育実践について』実践報告①高等学校  
大阪府立富田林支援学校 教諭 秋本 信 先生 

 
  ・『困っている子どもの理解と支援』実践報告②小学校 

和泉市国分小学校 通級指導教室担当 井阪 幸恵 先生 
・質疑応答 
 
・閉会挨拶   

                                           
大阪府立羽曳野支援学校 教頭 丸田公司 

 
７ アンケート結果報告 

アンケート回収数 ５１名 
 

参加者について 
※表の数字は人数を表している。 
 
●所属 

幼稚園 

保育所 
小学校 中学校 高等学校 支援学校 その他 合計 

０ １７ ９ １ ２３ １ ５１ 

 
●職種 

幼稚園教諭 

保育士 
教諭 養護教諭 管理職 その他 未記入 合計 

０ ４７ ２ １ １ ０ ５１ 



 
内容について 
セミナーの内容について、以下の項目でアンケート調査を実施しました。 
・配付資料の見やすさ 
・理解度 
・本セミナーの内容は参加目的に合致したか 
 

下記のグラフが、アンケート調査結果。 

（１＝非常にそう思う、２＝そう思う、３＝あまり思わない、４＝全く思わない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 考察とまとめ 

・今年度は高等学校、小学校での実践報告という形で実施した。アンケートの結果を見ると今回

のセミナーに対して、昨年度と同様に「非常にそう思う」「そう思う」という肯定的な意見が多く

みられた。 

・高等学校の実践報告からは、本人、家族へのアプローチだけでなく、地域にある社会資源との

接続・連携が必要で大切ということを感じることができた。小学校の実践報告では、実際に『コ

グトレ』を使うことで『困っている子どもの理解と支援について』具体的に体験することができ

た。参加者から「わかりやすかった。」「参考にしたい。」などおおむね好評であった。 

・質疑応答では、質問が次々と出され、また、丁寧に答えていただいたことでまだまだ時間が足

らないと感じる中、閉会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


